
別紙２

実
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自
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務
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託
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務

 国庫
その他
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財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

ふるさと集落支援促進事業 元気な社会 ○ H21 3 1 ○ 5,600 0 0 5,600 ○ ○ ○ 0

集落移動販売システム整備モデル事業 元気な社会 ○ H22 2 1 ○ 2,928 2,928 0 0 ○ 0

ふるさと地域の元気再生支援事業 元気な社会 ○ H22 2 1 ○ 6,700 0 0 6,700 ○ ○ ○ 0

市町振興プロジェクト支援事業 行財政構造改革 ○ H20 4 1 ○ 72,846 0 0 72,846 ○ ○ 0

福井の歴史的建造物保存促進事業 元気な社会 ○ ○ H15 9 1 ○ 1,490 0 0 1,490 ○ ○ ○ ○ 0

福井の伝統的民家普及促進事業 元気な社会 ○ ○ H17 7 2 ○ 29,753 12,500 0 17,253 ○ ○ ○ ○ 0

ふるさと創造プロジェクト 行財政構造改革 ○ H23 1 1 ○ 1,520 0 0 1,520 ○ 0

福井ふるさと百景の活用推進 元気な社会 ○ ○ H23 1 2 ○ 6,651 0 0 6,651 ○ △ 1,819

安心で明るい通学路普及促進事業 元気な社会 ○ H23 1 1 ○ 7,062 7,062 0 0 ○ 0

12 4 8 0 11 9 0 134,550 22,490 0 112,060 2 1 0 0 1 2 0 1 2 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 7 0 1 0 0 0 △ 1,819

平成
２３年度
予算額

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

 財源内訳 成果指標1結果分類活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分

福井新々元気宣言
における位置付け

成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

一般会計

平成２３年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）ふるさと地域振興課

会計区分

課・室名



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ
1 □ □ H21 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

3,000 8,000

150 4,500

61 4,278

1 3

0 5

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　中山間地域の高齢化が進んだ集落において、集落と行政のパイプ役として活動する集落支援員を配置したり、農作業を手伝う地域おこし協力隊を派遣するとともに、集落共用施設の修繕等に対する支援
を行うことにより、生活上の支障の除去および集落の維持･活性化を図る。

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

〕　　　＝　　　〔

4

6

116.7%

特　記　事　項

22年度
　・人的支援の対象を拡充（地域おこし協力隊を補助対象に追加）
　・ハード整備支援のメニューを新設

[予算額および指標の推移等]

２３年度

Ⅰ

経過年数元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他

□ 終期の見直し

そ の 他

 〕　／　整備目標

廃　　止

事業開始後の見直し状況

□

整理統合

休　　止

Ⅰ

拡　　充

□

□

目標値　７集落

完　　了

□
　人的支援・ハード整備支援の実績等に関する情報提供等を通じて、新たに集落対策を行う市町
の増加を図る。

目標値　４市町

20.0%

見　直　し　額

■

縮　　減

計 画 の 達 成 状 況

指標

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総合政策 ふるさと地域振興

国　庫

県　単

一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

人的支援
　○中山間地域の高齢化集落に対し、集落支援員および地域おこし協力隊を導入する市町への補助
　○県補助率等：３分の２以内（集落支援員等１人当たり月額５万円を限度）

ハード整備支援
　○補助対象者：中山間地域の高齢化集落に対し、集落共用施設（集落センター等）の修繕等に要する経費の支援を行う市町への補助（間接補助）
　○県補助率等：３分の２以内（１集落当たり５０万円を限度）　※市町負担６分の１以上

評価に基

づく今後

の 対 応

□

77.7%

1462.2%

3406.6%

　高齢化が進んだ集落の維持･活性化対策は各市町の重要な課題であり、引き続き市町における対
策推進に向けた支援が必要である。

平均伸び率

集落支援員等を設置する市町数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

7,100

5,600

ふるさと集落支援促進事業 含まれる事業数

財源内訳

活動

事業効果

の推移

集落共用施設の修繕等に取組む集落数

成果

指標

平成23年度予算額

5,600

区　　　　　　分

一　般　財　源 5,600

国　　　　　庫

その他特定財源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

千　円

□

－１－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

1 ■ □ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ H23 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

6,643

2,643

1,994

17

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　買い物先が遠く生活に支障のある中山間地域の高齢化が進んだ集落を対象に、移動販売を促進し住民が安心して暮らせる環境づくりを進め、併せて移動販売の住民生活への効果等を検証する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

〕　　　＝　　　〔

17 0.0%

特　記　事　項

[予算額および指標の推移等]

２３年度

　Ⅱ

経過年数元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他

□ 終期の見直し

そ の 他

 〕　／　整備目標

廃　　止

事業開始後の見直し状況

□

整理統合

休　　止

拡　　充

□

■ 完　　了

□
　モデル事業の成果等を紹介しつつ、地域の実情をよく把握している各市町とともに必要な支援
内容を検討する。

目標値　１７集落

見　直　し　額

□

縮　　減

計 画 の 達 成 状 況

指標

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総合政策 ふるさと地域振興

国　庫

県　単

一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

　買い物が不便な高齢化集落が集中する地域(福井市国見岳周辺）において、新規に集落への移動販売を行なう事業者に対し支援する。
人件費支援　：１名分　県負担割合１０／１０　限度額２，９２８千円(雇用基金事業)
車両整備補助：１台分　県補助率 ２／３以内 　限度額４，０００千円

評価に基

づく今後

の 対 応

□

-55.9%

10.8%

42.3%

　本事業の実施により、買い物困難な状況が解消したほか、一人暮らしの老人の見守りにも役立
つなど一定の効果が得られた。対象地域の全世帯（約200世帯）の約６割の世帯が利用

平均伸び率

移動販売を行う集落

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

2,928

2,928

2,837

集落移動販売システム整備モデル事業 含まれる事業数

財源内訳

活動

事業効果

の推移 成果

指標

平成23年度予算額

2,928

2,928

区　　　　　　分

一　般　財　源

国　　　　　庫

その他特定財源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

千　円

□

－2－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

1 □ □ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

9,000

6,500

6,365

7

6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　住民が主体的に行う地域の活性化に向けた新たな活動や、地域資源を活用したビジネス創出を支援することで、中山間地域の元気再生を図る。

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

〕　　　＝　　　〔

7

5

0.0%

特　記　事　項

[予算額および指標の推移等]

２３年度

Ⅱ

経過年数元気な社会

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他

□ 終期の見直し

そ の 他

 〕　／　整備目標

廃　　止

事業開始後の見直し状況

□

整理統合

休　　止

Ⅳ

拡　　充

□

□

目標値　　６事業主体

完　　了

□
　本事業の成果を紹介しながら、市町の企画部局だけでなく、自治振興や農林・商工部局等とも
連携しつつ、中山間地域の活性化に結び付く事業を支援していく。

目標値　　６集落

-16.7%

見　直　し　額

■

縮　　減

計 画 の 達 成 状 況

指標

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総合政策 ふるさと地域振興

国　庫

県　単

一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

地域活動支援枠
　○補助対象事業：伝統行事の復活など、地域の活性化に向けた新たな活動を行う集落等を支援
　○県補助率等：３分の２以内（１集落当たり１００万円を限度）　※市町への間接補助、市町負担６分の１以上

スモールビジネス支援枠
　○補助対象事業：地域資源を活用した商品開発など、中山間地域でビジネスを立ち上げる個人等を支援
　○県補助率等：３分の２以内(１事業主体当たり５０万円を限度)　 ※市町への間接補助、市町負担６分の１以上

評価に基

づく今後

の 対 応

□

0.0%

3.1%

-100.0%

　中山間地域の維持･活性化対策は県としても重要な課題であり、引き続き市町における対策推進
に向けた支援が必要である。

平均伸び率

新たな活動に取組む集落

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

9,000

6,700

ふるさと地域の元気再生支援事業 含まれる事業数

財源内訳

活動

事業効果

の推移

新商品の開発等に取組む事業主体

成果

指標

平成23年度予算額

6,700

区　　　　　　分

一　般　財　源 6,700

国　　　　　庫

その他特定財源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

千　円

□

－3－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ
1 □ □ H20 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ 25 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 4 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

100,000 150,000 130,000

40,893 80,217 103,178

38,041 67,214 97,866

7 9 13 17

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

各市町が抱える地域特有の重要課題の解決に向け、県と共同して「市町振興プロジェクト」を策定・実施する市町に対し、全庁を挙げてその実現に向けた支援を行う。

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

〕　　　＝　　　〔

特　記　事　項

[予算額および指標の推移等]

２３年度

経過年数行財政構造改革

県民・市町との「共動」システム その他

□ 終期の見直し

そ の 他

 〕　／　整備目標

廃　　止

事業開始後の見直し状況

□

整理統合

休　　止

Ⅰ

拡　　充

□

□

市町振興プロジェクトの策定市町　１７市町

H19：敦賀市、小浜市、勝山市、鯖江市、越前市、永平寺町、越前町　H20：高浜町、大野市

完　　了

□
　既に策定している市町のプロジェクトの内容を充実させ、市町の活性化につなげていく。

17

見　直　し　額

■

縮　　減

計 画 の 達 成 状 況

指標

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

H21：若狭町、福井市、南越前町、美浜町　H22：坂井市、あわら市、おおい町、池田町　

□

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

総合政策 ふるさと地域振興

国　庫

県　単

一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

市町振興プロジェクト補助金
プロジェクトに掲げる事業のうち、新規性があり、市町の課題解決に有効であると考えられるものを採択。
　・補助率　補助対象事業に要する経費の2分の1以内　（1市町当たり3年間で30，000千円目途）

評価に基

づく今後

の 対 応

□

0.4%

31.8%

61.1%

25.1%

　限られた財源を効果的に活用して地域の課題の解決を図るため、市町と共同して「市町振興プ
ロジェクト」の策定を進めた。

平均伸び率区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

84,000

72,846

市町振興プロジェクト支援事業 含まれる事業数

財源内訳

活動

事業効果

の推移 プロジェクト策定市町数成果

指標

平成23年度予算額

72,846

区　　　　　　分

一　般　財　源 72,846

国　　　　　庫

その他特定財源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

千　円

□

－4－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

1 □ ■ H15 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

7,627 6,127 6,127 3,128

5,605 5,375 1,556 128

5,605 5,375 1,556 48

3市町 3市町 1市町 0市町

2回 2回 2回 2回

5件（9件） 4件（13件）　1件（14件）　0件（14件）

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

会計区分
一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総合政策 部（庁） ふるさと地域振興

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井の歴史的建造物保存促進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

豊な環境、もっと豊かに

歴史的建造物の保存改修工事に関する補助事業の実施
　①　事業主体　　市町
　②　対象経費　　歴史的建造物の保存・継承のために必要な外観および構造体の保存改修工事
　③　対象建造物　歴史的建造物の価値を活かしてまちづくりに活用されると県の審査委員会が認めたもの
　④　市町に対する県補助額
　　〔市町所有の場合〕　　　　対象経費の１／４以内（補助限度額　１，５００千円／件）
　　〔個人・法人所有の場合〕　市町が補助する額の１／２以内かつ対象経費の１／４以内（補助限度額　１，５００千円／件）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会

法定受託事務

[事業目的]

市町がまちづくりに活用するために行う歴史的建造物の外観・構造の保存改修または建物所有者への改修補助に対し支援を行う。

［事業内容］

その他 そ の 他

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,128 -17.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,490

補助事業者数 2市町 11.1%

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

224.3%

決 算 額 の 推 移 -57.4%

Ⅰ

事業効果 指標 審査委員会開催 2回 0.0% Ⅱ

活動

計 画 の 達 成 状 況

の推移 成果 補助件数（累計件数） 　2件（16件）

指標

1.7% Ⅱ

 〕　／　整備目標

一　般　財　源 1,490

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,490

その他特定財源

[事業の評価]

平成15年度～17年度　歴史の香る建造物保存・活用事業
　歴史的建造物を公的活用する市町村モデル事業に対する支援制度
平成18年度～19年度　福井の歴史的建造物保存促進事業
　 市町と連携した歴史的建造物の保存改修事業への支援制度に見直す
平成20年度～
　 歴史的建造物をまちづくりに活用するために行う保存改修に対し支援する制度に見直す

財源内訳

国　　　　　庫

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　平成１８年度に市町と連携して歴史的建造物の保存改修事業への支援制度に見直しを行い保存
を促進してきた。今後も歴史的建造物をまちづくりに活用するために行う保存改修に対し支援
し、歴史的建造物の保存およびまちづくりへの活用を促進していきたい。 見　直　し　額

拡　　充

　平成２３年度は２市町でそれぞれ１件ずつ補助を実施した。
■ 継　　続 □ 休　　止

□ 縮　　減 □ 終期の見直し

完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 そ の 他□

□

－5－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

2 □ ■ H17 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

1９年度  ２０年度  ２１年度  ２２年度

23,704 38,264 38,850 36,340

16,986 19,400 17,476 27,050

16,653 19,392 17,433 26,675

143件 181件 163件 145件

15件（35件） 21件（56件） 14件（70件） 24件（94件）

10名 11名 14名

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 総合政策 部（庁） ふるさと地域振興

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井の伝統的民家普及促進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

豊な環境、もっと豊かに

（１）福井の伝統的民家に対する補助
　　　①個別の伝統的民家に対する補助　民家や付属の土蔵等の外観等の改修工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２かつ対象経費の１／４（限度額１，５００千円）を補助
　　　②伝統的民家群保存活用推進地区内の伝統的民家等に対する補助
　　　　〔民家の新築〕外観の工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２（限度額８００千円）を補助
　　　　〔民家や単体の土蔵等の改修〕外観および構造体の改修工事に補助する市町に対し、市町補助額の１/２かつ対象経費の１／４（限度額１，５００千円）を補助
　　　　〔地区住民が行う景観づくり活動への支援〕町並みを活かした景観保全・景観づくり活動に補助する市町に対し、市町補助額の１０／１０かつ２００千円までを地区の指定後２年間補助
（２）ふくい棟梁講座開催への支援
　　　伝統工法の技能継承を図るため、後継者育成ができる若い人材養成を支援する。〔支援内容〕講座開催経費（講師謝礼・指導員手当）の１/２（限度額５００千円）を補助
（３）福井の伝統的民家の認定
　　　伝統的民家の所有者の申請に基づき、知事が伝統的民家を認定し、「ふくいの伝統的民家証」を交付　など

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会

法定受託事務

[事業目的]

［事業内容］

その他 そ の 他

　市町が実施する伝統的民家の新築および改修補助事業を支援し、伝統技能の継承を図ることにより、伝統的民家の保存・活用を促進する。また、伝統的民家や蔵などが形成する福井らしい集落景観の保
全を図るため、市町と協働して伝統的民家が集積する地区を伝統的民家群保存活用推進地区に指定し、地区内で行う景観の保存・活用の取組みに対して重点的な支援を行う。

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 42,040 18.0%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 29,753

伝統的民家群保存活用推進地区指定数 6

区　　　　　　分 ２３年度 平均伸び率

17.3%

決 算 額 の 推 移 19.8%

伝統的民家群保存活用推進地区　６地区

事業効果 指標 伝統的民家認定件数 138件 0.2% Ⅱ

活動

計 画 の 達 成 状 況

の推移 成果 新築・改修件数(累計件数) 27件（121件）

指標 棟梁講座受講者数 13名 Ⅰ

22.6% Ⅰ

10.0%

 〕　／　整備目標

一　般　財　源 17,253

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 29,753

その他特定財源

[事業の評価]

 平成17年度     個人への直接補助（補助限度額800千円）
 平成18年度～  市町への間接補助
　〔新築〕外観工事に対する市町補助額の1/2（限度額800千円）を補助
　〔改修〕外観等工事に対する市町補助額の1/2かつ経費の1/4（限度額1,500千円）を補助
平成23年度～　伝統的民家群保存活用推進地区に対する補助を拡充
　地区内の単体の土蔵等の改修への補助、地区内で行う景観づくり活動への補助を追加

財源内訳

国　　　　　庫 12,500

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　個別の伝統的民家の保存・活用に加え、今年度から開始した伝統的民家群保存活用推進地区の指
定をさらに増やし、福井らしい集落や街並み景観の保存・活用を推進していきたい。

見　直　し　額

拡　　充
　個別の伝統的民家の保存・活用に加え、民家や蔵などが形成する福井らしい集落景観の保全を図
るため、伝統的民家が集積する地区を伝統的民家群保存活用推進地区に指定し、地区内で行う景観
の保存・活用の取組みに対して重点的な支援を始めた。また、関係団体（（社）福井県建築組合連
合会）と協働し、伝統工法の技能継承を図るための体制が整えられた。

■ 継　　続 □ 休　　止

□ 縮　　減 □ 終期の見直し

完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 そ の 他□

□

－6－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２３年度  ２４年度  ２５年度  ２６年度

3,000

1,520

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県民・市町との「共動」システム その他

所　　属 総合政策 部（庁） ふるさと地域振興

行財政構造改革 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 ふるさと創造プロジェクト 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

#DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

法定受託事務

[事業目的]

［事業内容］

① 強力な財政支援
　　［補助限度額］１市町当たり１億円（うち、ハード事業の補助限度額は７，０００万円）
　　［補　助　率］ソフト事業、詳細計画策定費 １０／１０、ハード事業（施設整備費）１／２
　　［ 対象事業 ］市町単独事業（国・県補助事業の対象となるものは除く。）
　　［ 事業期間 ］原則３年間  ただし、やむを得ない理由により事業が終了しない場合は、１年間の延長を認める。
② 県職員も計画づくりに参画

そ の 他

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２７年度 平均伸び率

　市町が歴史や文化など自らの地域資源を活用・発展させ、若者の視点も取り入れながら、全国に誇りを持って発信する「ふるさと創造プロジェクト」を推進する。

#DIV/0!

福井新々元気宣言に
おける位置付け

#DIV/0!

#DIV/0!

決 算 額 の 推 移

事業効果 指標

#DIV/0!

目標値、指標の積算根拠等

活動

の推移 成果

指標 #DIV/0!

 〕　／　整備目標

#DIV/0!

計 画 の 達 成 状 況

一　般　財　源 1,520

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額

予　算　額　（単位：千円） 1,520

□

国　　　　　庫

その他特定財源財源内訳

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □

事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

□

整理統合 □

縮　　減

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

□

完　　了

□ 廃　　止

　先進事例の把握や専門家との調整を行いながら、プロジェクトの実施を希望する市町との協議を
進めることが必要である。

■ 継　　続 □ 休　　止

そ の 他

終期の見直し

　勝山市をはじめとする５市町で住民や若者が参画した委員会等を立ち上げ、市町ごとのプロジェ
クトの具体的な事業計画を策定し、事業を進めていく。

見　直　し　額 千　円

－7－



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

2 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ ― 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２３年度  ２４年度  ２５年度  ２６年度

7,251

6,651

2

6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

景観を県民資産に その他

所　　属 総合政策 部（庁） ふるさと地域振興

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井ふるさと百景の活用推進について 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

#DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

法定受託事務

[事業目的]

［事業内容］

 ○ふるさと福井景観づくり懇談会開催事業
　　　学識経験者、県民代表で組織する「ふるさと福井景観づくり懇談会」を設置し、景観関連施策の取組内容について意見、助言をいただく。

 ○福井ふるさと百景活用推進事業
　 ・ 百景の情報発信　　　　　…　観光など関係部局や市町と一体となって、多くの県民や県外者、学生などに向けた幅広い情報発信を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（県内外でのパネル展の開催、景観づくりの進め方を学習する景観セミナーの開催、百景ホームページによる景観づくり活動団体の取組内容等の紹介）
　 ・ 百景の利活用　　　　　　…　百景選定地へのアクセス情報を掲載した百景ガイドブックの作成　など
　 ・ 景観づくり団体への支援　…　景観づくり活動に対する支援
　　　　　　　　　　　　　　　　（補助限度額）２００千円／年　（事業期間）２年間　（補助対象）ホームページ作成や勉強会開催、町並みを活かした行灯設置等の景観づくり実践活動

そ の 他

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２７年度 平均伸び率

#DIV/0!

福井新々元気宣言に
おける位置付け

#DIV/0!

景観づくり委員会の開催 #DIV/0!

決 算 額 の 推 移

事業効果 指標

#DIV/0!

目標値、指標の積算根拠等

活動

の推移 成果 新たな景観づくり活動に取り組む団体数

指標 #DIV/0!

 〕　／　整備目標

#DIV/0! 目標値　6団体

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況

一　般　財　源 6,651

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 6,651

□

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 ■
「ふるさと福井景観づくり懇談会」を新設し、2回開催。外部委員の意見をいただきながら、景観
施策を進めていく。
また、福井ふるさと百景選定地において景観づくり活動を行う団体を「福井ふるさと百景活動団
体」として認定し、新たに支援を開始した。

□ 継　　続 □ 休　　止 □

整理統合 □

縮　　減

そ の 他

終期の見直し

　福井の美しい景観を守り伝えていくために、「福井ふるさと百景」を今後の県の景観施策のベースに、観光など関係部局や市町と一体となって県内外に広く発信していくことを通じ、県民にふるさとへ
の誇りと愛着を持っていただくとともに、地域の力で県民共有の財産である景観を守り育てていく仕組みづくりを進める。

「ふるさと福井景観づくり懇談会」の委員に意見をいただきながら、毎年の取組内容や実施時期を
明確にし、景観施策を進めていく。
また、「福井ふるさと百景活動団体」の認定を増やし、景観づくり活動への支援を進めていく。 見　直　し　額 △ 1,819 千　円

□

完　　了

□ 廃　　止
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ・Ｔ

1 ■ □ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ - 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２３年度  ２４年度  ２５年度  ２６年度

0

7,062

323

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２３　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

治安実感プログラム その他

所　　属 総合政策 部（庁） ふるさと地域振興

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 安心で明るい通学路普及促進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

#DIV/0!

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

法定受託事務

[事業目的]

［事業内容］

ＬＥＤ防犯灯を新規設置する市町への支援
　・明るい通学路を増やすことに主眼を置き、新規設置に対する支援を行う。
　・補助率は２分の１を基本とするが、集落間については４年間（平成２３年度から２６年度）のみ補助率を3分の2とし、集中的かつ加速的に整備を促進する。
　・小中学校および高校への調査結果を踏まえ、市町が策定する防犯灯整備計画に基づいて行われる新設に対し、支援を行う。

実施主体：市町
補 助 率：集落内設置の場合　県　１／２、集落間設置の場合　県　２／３
財　　源：電源交付金

そ の 他

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２７年度 平均伸び率

#DIV/0!

福井新々元気宣言に
おける位置付け

#DIV/0!

補助により新規設置されたＬＥＤ防犯灯数 #DIV/0!

決 算 額 の 推 移

事業効果 指標

#DIV/0!

目標値、指標の積算根拠等

活動

の推移 成果

指標 #DIV/0!

 〕　／　整備目標

#DIV/0!

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成23年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 7,062

□

国　　　　　庫 7,062

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □
　子どもが安心して通学するためには、引き続き市町が実施する夜間暗い通学路へのＬＥＤ防犯灯
の新規設置に対する支援が必要である。

■ 継　　続 □ 休　　止 □

整理統合 □

縮　　減

そ の 他

終期の見直し

夜間暗く危険な通学路に防犯灯の設置を進める市町に対し県が補助を行い、通学路を明るくすることにより、子どもたちが安心して通学できる環境づくりを推進する。併せて、長寿命で節電効果が高く、
環境にやさしいＬＥＤ防犯灯の普及を促進することにより、環境最先端のまちづくりに結び付けていく。

　市町はＬＥＤ防犯灯の整備を計画的に行っているため、市町への支援は継続的に行うことが必要
である。

見　直　し　額 千　円

□

完　　了

□ 廃　　止

－9－


